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時
代
を
こ
え
、
演
奏
者
が
作
曲
家
と
つ
な
が
る
一
番
大
き
な
手
が
か
り
は
「
楽
譜
」
。

楽
譜
は
音
楽
に
お
け
る
「
言
葉
」
の
よ
う
な
も
の
？　

い
ま
や
世
界
中
で
彼
の
作
品
が
演
奏
さ
れ
て
い
る―

―

ロ
ン
ド
ン
在
住
の
作
曲
家
・
藤
倉
大
氏
と
の
「
現
代
音
楽
」
と
「
楽
譜
」
を
め
ぐ
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
１

―
―

 

現
代
音
楽
の
楽
譜
は
、
一
般
的
に
な
じ
み
が
薄
い
も
の
で

す
が
、
藤
倉
さ
ん
が
、
初
め
て
現
代
音
楽
の
楽
譜
に
ふ
れ
た
と
き

の
こ
と
を
、
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
前
に
も
っ
と
基
本
的
な
こ
と
を
お
話
し
す
る
と
、
現
代
音

楽
っ
て
ど
こ
か
ら
現
代
音
楽
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

「
今
日
」
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
今
生
き

て
い
る
作
曲
家
で
重
要
な
作
曲
家
で
あ
る
ブ
ー
レ
ー
ズ
（
＊
１
）
、

彼
は
現
代
音
楽
の
作
曲
家
に
間
違
い
な
い
で
す
よ
ね
。
で
は
、
彼

が
生
ま
れ
た
と
き
に
生
き
て
い
た
人
、
ラ
ヴ
ェ
ル
（
＊
２
）

は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？　

ラ
ヴ
ェ
ル
は
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
の
『
月
に
憑

か
れ
た
ピ
エ
ロ
』（
＊
３
）

の
影
響
下
で
『
マ
ラ
ル
メ
の
三
つ
の
詩
』

と
い
う
曲
を
書
い
た
そ
う
で
す
（
ち
な
み
に
ブ
ー
レ
ー
ズ
も
こ
の

二
人
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
る
）。

　

ラ
ヴ
ェ
ル
と
同
じ
時
代
に
生
き
て
い
た
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
（
＊
４
）

（
彼
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
と
い
う
ポ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

例
え
ば
坂
本
龍
一
さ
ん
）
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
が
逃
れ
ら
れ
な
か
っ

た
ワ
ー
グ
ナ
ー
（
＊
５
）

の
音
楽
の
影
響
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
憧
れ

の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
（
＊
６
）

の
家
の
前
に
宿
を
と
っ
て
一
種
の

追
っ
か
け
を
し
て
い
た…

…

。
と
な
る
と
「
今
」
か
ら
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
ま
で
、
ま
っ
た
く
途
切
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
、
人
間
的

に
も
音
楽
的
に
も
。
「
現
代
音
楽
だ
け
は
苦
手
」
と
い
う
人
は
、

ど
こ
か
ら
を
「
現
代
音
楽
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

僕
が
最
初
に
現
代
音
楽
、
そ
し
て
そ
の
楽
譜
に
ふ
れ
た
の
は
、

中
学
生
の
と
き
で
す
。
家
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
下
に
住
ん
で
い
た
方

　

今
シ
カ
ゴ
へ
向
か
う
機
内
で
す
。

「r
e
t
u
r
n
i
n
g

」
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
小
川
典
子
さ
ん
個
人
に
委

嘱
さ
れ
た
作
品
で
す
。
こ
の
作
品
が
数
年
後
に
書
く
こ
と
に
な
る

ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
「A

m
p
e
r
e

」
の
〝
種
〟
に
な
れ
ば
、
と
い

う
こ
と
で
委
嘱
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僕
は
大
学
生
の
頃
か
ら

小
川
典
子
さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
で
、
特
に
彼
女
の
弱
音
の
音
が
と
て

も
好
き
で
し
た
。
と
い
う
の
も
あ
り
、
こ
の
作
品
は
最
初
か
ら
最

後
ま
で
「
ピ
ア
ノ
（
弱
音
）
」
で
演
奏
さ
れ
ま
す
。
あ
と
、
こ
の

作
品
を
書
い
て
い
た
頃
、
２
０
０
６
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
作

曲
の
根
本
的
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
ら
れ
な
い
も
の
か
と
、
考

え
て
い
ま
し
た
。
数
ヶ
月
の
書
き
直
し
の
結
果
、
あ
る
シ
ス
テ
ム

を
使
い
始
め
ま
し
た
、
そ
れ
は
柔
軟
な
も
の
で
、
今
で
も
い
ろ
ん

な
形
で
他
の
作
品
を
書
く
の
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
、
あ
る

部
屋
の
家
具
、
の
よ
う
な
ピ
ア
ノ
曲
と
違
い
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
の
方
は
か
な
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
の
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ア
と
名
古
屋
フ
ィ
ル
の
共
同
委
嘱
で
、

も
ち
ろ
ん
初
演
時
の
演
奏
は
小
川
典
子
さ
ん
で
し
た
。

「r
e
t
u
r
n
i
n
g

」
がC

i
t
y
 
o
f
 
L
o
n
d
o
n
 
F
e
s
t
i
v
a
l

で
小
川
さ
ん
に

よ
っ
て
初
演
さ
れ
た
と
き
に
、
偶
然I

.
C
.
E
.

の
奏
者
が
ロ
ン
ド
ン

に
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
来
て
く
れ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
ジ

ョ
シ
ュ
・
ル
ー
ビ
ン
が
と
っ
て
も
気
に
入
っ
て
是
非
ア
メ
リ
カ
で

初
演
を
、
と
い
う
こ
と
で
今
回
演
奏
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

僕
は
、
彼
らI

.
C
.
E
.

を
２
０
０
３
年
か
ら
知
っ
て
い
て
、
そ
の

頃
は
、
メ
ン
バ
ー
が
い
ろ
い
ろ
な
都
市
か
ら
集
ま
り
、
リ
ハ
ー
サ

ル
期
間
は
「
誰
か
知
り
合
い
の
ア
パ
ー
ト
の
床
で
寝
る
」
と
い
う

状
況
、
そ
れ
で
も
ア
メ
リ
カ
で
な
か
な
か
聞
け
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
新
し
い
音
楽
を
し
た
い
！　

と
い
う
気
合
い
の
み
で
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　

演
奏
家
一
人
一
人
は
若
い
の
に
ず
ば
抜
け
て
素
晴
ら
し
く
、
中

に
は
シ
カ
ゴ
交
響
楽
団
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
演
奏
家
が
い
ま
す
。

で
も
何
が
凄
い
っ
て
新
し
い
音
楽
へ
の
興
味
と
気
合
い
が
素
晴
ら

し
い
！　

そ
れ
か
ら
七
年
、
今
や
オ
フ
ィ
ス
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

シ
カ
ゴ
で
、
リ
ハ
ー
サ
ル
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
Ｃ
Ｄ
が
ど
ん
ど
ん

が
た
ま
た
ま
英
語
の
先
生
で
、
留
学
に
向
け
て
習
い
に
行
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
そ
の
先
生
は
武
満
徹
（
＊
７
）

さ
ん
の
大
フ
ァ
ン
だ

っ
た
の
で
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
貸
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｑ
２　
　
　
　
　

―
―

 

武
満
徹
さ
ん
の
音
楽
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
ま

し
た
か
。

　

最
初
聞
い
た
と
き
は
、「
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
じ
ゃ
ん
！
」
っ
て
思

い
ま
し
た
（
笑
）

　

で
も
も
ち
ろ
ん
深
く
聞
く
と
、
特
に
70
年
代
に
書
か
れ
た
作
品

群
は
、
構
成
も
音
作
り
も
素
晴
ら
し
く
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
が
あ

る
な
あ
、
と
夢
中
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　

僕
が
学
生
の
頃
は
と
て
も
影
響
を
受
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
、

今
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
影
響
が
混
ざ
っ
て
書
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
僕
と
し
て
は
ワ
ザ
と
武
満
さ
ん
を
彷
彿

と
さ
せ
る
も
の
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
タ
イ

ト
ル
に
夢
、
雨
、
な
ど
を
使
う
の
は
避
け
て
い
ま
す
（
笑
）
や
は

り
ど
う
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
動
す
る
日
本
人
作
曲
家
と
し
て

見
ら
れ
た
と
き
に
、
武
満
さ
ん
の
存
在
は
無
視
で
き
な
い
で
す
し
。

Ｑ
３

―
―

 

人
間
も
音
楽
も
、
脈
々
と
続
い
て
い
る
、
そ
の
流
れ
の
な

か
で
、
藤
倉
さ
ん
ご
自
身
は
こ
の
「
現
代
音
楽
」
と
い
う
言
葉
を
、

ど
の
よ
う
に
覚
悟
し
な
が
ら
作
曲
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

一
つ
は
、
全
て
の
音
楽
は
そ
の
時
の
現
代
音
楽
だ
っ
た…

…

と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
で
す
か
ら
今
「
古
典
」
と
言
わ
れ
る
も
の
も

当
時
は
現
代
音
楽
だ
っ
た
わ
け
で
。
ち
ょ
う
ど
、
指
揮
者
の
金
聖

響
さ
ん
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
『
運
命
』
の
話
を
し
て
い
て
い
た

ん
で
す
。
こ
の
曲
の
第
一
回
目
の
譜
読
み
の
リ
ハ
ー
サ
ル
は
ど
う

だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
か…

…

特
に
、
合
わ
せ
る
の
が
難
し
い
と
言
わ

れ
る
最
初
の
部
分
と
か
。
た
ぶ
ん
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
困
惑
だ
っ
た

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
も
現
代
音
楽
で
発
表
さ
れ
て
き
た
手
法
が
、
数

十
年
後
に
ポ
ッ
プ
ス
や
ら
他
の
も
っ
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
音
楽
の
ジ

ャ
ン
ル
に
伝
わ
っ
て
い
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
カ
音
楽
を
聞
い
た
あ
と
、
60
、
70
年
代
に
作
曲
さ
れ
た
シ
ュ

ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
（
＊
８
）

の
電
子
音
楽
を
聞
い
て
も
、
シ
ュ
ト
ッ

ク
ハ
ウ
ゼ
ン
の
音
楽
の
新
し
さ
が
わ
か
る
し
、
今
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

ャ
ル
ド
の
ジ
ャ
ズ
の
世
界
で
も
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
（
＊
９
）
、
フ

ェ
ル
ド
マ
ン
（
＊
10
）

の
影
響
が
大
き
く
現
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
「
最
初
」
は
現
代
音
楽
な
の
で
す
、
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
僕
も
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
（
ポ
ッ
プ
ス
と
か
）
を

す
れ
ば
生
活
も
も
っ
と
豊
か
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
も
っ
と
人
気
が

あ
っ
て
、
今
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
が
僕
の
書
く
作
品
を
好
き
っ
て

言
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
僕
と
し
て
は
、
人

生
を
か
け
て
や
る
ん
だ
っ
た
ら
や
っ
ぱ
り
一
番
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ

な
現
代
音
楽
を
や
り
た
い
の
で
す
。
い
く
ら
今
は
誰
の
興
味
を
ひ

か
な
く
て
も
、
も
し
か
す
る
と
五
十
年
後
、
百
年
後
、
何
か
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
芸
術
／
文

学
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
、
ス
ポ
ー
ツ
と
か
で
は
次
の

世
代
の
文
化
をi

n
f
l
u
e
n
c
e

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
す
し
。

　

明
日
シ
カ
ゴ
へ
飛
び
ま
す
。

Ｑ
４

―
―

 

今
週
末
シ
カ
ゴ
で
演
奏
さ
れ
る
「i

c
e

」
と
「r

e
t
u
r
n
i
n
g

」

に
つ
い
て
、
書
い
た
き
っ
か
け
や
コ
ン
セ
プ
ト
を
お
し
え
て
く
だ

さ
い
。（
＊
11
）

（
＊
１
）
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ー
レ
ー
ズ　

Pierre Boulez

（1925–

）

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
、
指
揮
者
。
パ
リ
音
楽
院
で
メ
シ
ア
ン
に
学
び
、
12
音
技

法
の
主
唱
者
レ
イ
ボ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
師
事
。
指
揮
活
動
で
はBBC

交
響
楽
団
の
首

席
指
揮
者
や
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
の
音
楽
監
督
を
歴
任
。
フ
ラ
ン
ス
国

立
音
響
音
楽
研
究
所IRCA

M

の
創
立
者
で
初
代
所
長
、
91
年
ま
で
務
め
た
。
近

年
は
シ
カ
ゴ
交
響
楽
団
や
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
、
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
定
期

演
奏
会
な
ど
で
活
躍
。
代
表
作
に
『
ル
・
マ
ル
ト
ー
・
サ
ン
・
メ
ー
ト
ル
』『
プ
リ
・

ス
ロ
ン
・
プ
リ
』
『
レ
ポ
ン
』
『
ノ
タ
シ
オ
ン
』
な
ど
。

（
＊
２
）
ラ
ヴ
ェ
ル　

Joseph-M
aurice Ravel

（1875–1937

）

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
。
代
表
作
に
『
亡
き
王
女
の
た
め
の
パ
ヴ
ァ
ー
ヌ
』『
鏡
』『
夜

の
ガ
ス
パ
ー
ル
』『
ボ
レ
ロ
』
な
ど
。
精
密
さ
、
細
か
さ
、
完
璧
な
構
図
を
称
え
、

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
ラ
ヴ
ェ
ル
を
「
ス
イ
ス
の
時
計
職
人
」
に
な
ぞ
ら
え

た
。

（
＊
３
）
『
月
に
憑
か
れ
た
ピ
エ
ロ
』"Pierrot lunaire"

（1912

）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
作
曲
家
で
、
調
性
を
脱
し
無
調
音
楽
に
到
達
、
12
音
技
法
と

呼
ば
れ
る
作
曲
法
を
発
案
し
た
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
クA

rnold Sch
ö nberg

（1874–1951

）
の
、
ベ
ル
ギ
ー
の
象
徴
派
詩
人
ジ
ロ
ー
の
詩
を
テ
キ
ス
ト
に
用

い
た
無
調
時
代
の
傑
作
。

（
＊
４
）
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー　

Claude A
chille D

ebussy

（1862–1918

）

フ
ラ
ン
ス
の
作
曲
家
。
代
表
作
に
「
月
の
光
」
、
マ
ラ
ル
メ
の
詩
に
基
づ
い
た
『
牧

神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
』
や
、『
海
』
『
子
供
の
領
分
』
な
ど
。

（
＊
５
）
ワ
ー
グ
ナ
ー　

W
ilhelm

 Richard W
agner

（1813–1883

）

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。
「
歌
劇
王
」
と
呼
ば
れ
る
。
代
表
作
に
『
さ
ま
よ
え
る
オ

ラ
ン
ダ
人
』
『
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
』
『
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
』
『
ニ
ー
ベ
ル
ン

グ
の
指
輪
』
な
ど
。

（
＊
６
）
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

L
u
d
w
i
g
 
v
a
n
 
B
e
e
t
h
o
v
e
n

（1
7
7
0
–
1
8
2
7

）

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。
古
典
派
音
楽
の
大
成
者
。
ま
た
ソ
ナ
タ
形
式
で
数
多
く
の

傑
作
を
残
し
た
。
代
表
作
に
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
『
悲
愴
』
『
月
光
』
『
熱
情
』
、
交

響
曲
『
運
命
』
『
第
九
』
な
ど
。

（
＊
７
）
武
満
徹
（1

9
3
0
-
1
9
9
6

）

東
京
生
ま
れ
。
幼
少
時
代
を
満
洲
の
大
連
で
過
ご
す
。
戦
時
中
に
聞
い
た
シ
ャ

ン
ソ
ン
『
聴
か
せ
て
よ
、
愛
の
こ
と
ば
を
』
で
音
楽
に
開
眼
。
独
学
で
音
楽
を

学
ん
だ
。1

9
5
0

年
、
処
女
作
は
ピ
ア
ノ
曲
『
２
つ
の
レ
ン
ト
』
。1

9
5
7

年
、
結

核
の
病
床
で
書
い
た
『
弦
楽
の
た
め
の
レ
ク
イ
エ
ム
』
が
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ

ー
に
絶
賛
さ
れ
、
名
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
。1

9
6
7

年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
創
立
125
周
年
記
念
作
品
を
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
よ

り
委
嘱
。
琵
琶
と
尺
八
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
に
よ
る
協
奏
的
作
品
『
ノ
ヴ
ェ
ン

バ
ー
・
ス
テ
ッ
プ
ス
』
を
発
表
。

（
＊
８
）
カ
ー
ル
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン　

K
a
r
l
h
e
i
n
z
 
S
t
o
c
k
h
a
u
s
e
n

（1
9
2
8
-
2
0
0
7

）

ド
イ
ツ
の
作
曲
家
。1

9
5
2

年
、
パ
リ
に
渡
り
メ
シ
ア
ン
に
師
事
す
る
。
そ
の
後
、

ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
の
出
会
い
か
ら
不
確
定
性
や
空
間
的
要
素
を
取
り
入
れ
た

作
風
へ
と
移
行
、
生
演
奏
に
音
響
処
理
を
施
す
「
ラ
イ
ヴ
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」

の
手
法
な
ど
も
採
用
し
た
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
に
登
場
し

た
こ
と
も
あ
り
、
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
、
ビ
ョ
ー
ク
な
ど
が
影
響
を
受
け

た
と
語
る
。
代
表
作
に
『
コ
ン
タ
ク
テ
』
『
グ
ル
ッ
ペ
ン
』
『
光
』
な
ど
。

（
＊
９
）
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ　

J
o
h
n
 
C
a
g
e

（1
9
1
2
–
1
9
9
2

）

ア
メ
リ
カ
の
作
曲
家
。1

9
4
0

年
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
弦
に
ゴ
ム
・
木
片
・
ボ

ル
ト
な
ど
の
異
物
を
挟
ん
で
音
色
を
打
楽
器
的
な
も
の
に
変
化
さ
せ
た
プ
リ
ペ

ア
ド
・
ピ
ア
ノ
を
発
明
。1

9
5
1

年
に
採
用
し
た
、
作
曲
の
過
程
に
「
偶
然
性
」

が
関
与
す
る
手
法
「
チ
ャ
ン
ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
そ
の
後
の
音
楽
に
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
代
表
作
に
『
想
像
上
の
風
景
』
シ
リ
ー
ズ
、『
４
分
33
秒
』『
プ

リ
ペ
ア
ド
・
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
と
イ
ン
タ
ー
リ
ュ
ー
ド
』
な
ど
。

（
＊
10
）
モ
ー
ト
ン
・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン　

M
o
r
t
o
n
 
F
e
l
d
m
a
n

（1
9
2
6
–
1
9
8
7

）

ア
メ
リ
カ
の
作
曲
家
。
図
形
楽
譜
の
創
始
者
で
あ
り
、
後
年
は
演
奏
時
間
の
長

い
静
謐
な
作
品
が
多
い
。
『
ザ
・
ヴ
ィ
オ
ラ
・
イ
ン
マ
イ
ラ
イ
フ
』
『
ト
ラ
イ
ア

デ
ィ
ッ
ク
・
メ
モ
リ
ー
ズ
』
『
フ
ォ
ア
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
』

（
＊
11
）Sep

tem
b

er 11
st 2010, th

e M
u

seu
m

 o
f C

o
n

tem
p

o
rary A

rt, 
C

hicago, U
SA

 "ice" for ensem
ble

 "returning" for piano (U
S prem

iere) 
perform

ed by I.C.E. Conducted by Jayce O
gren

（
＊
12
）Septem

ber 18
th 2010, Black D

iam
ond, C

openhagen, D
enm

ark 
"Fifth Station" for ensem

ble (D
anish Prem

iere) "tim
e unlocked" for 6 

p
layers (D

an
ish

 P
rem

iere) p
erfo

rm
ed

 b
y A

th
elas Sin

fo
n

ietta 
Copenhagen

 Conducted by Pierre-A
ndré

 Valade

９
／
６
mon

９
／
7

tue

９
／
９
thu
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出
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
と
の
共
演
や
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ピ
エ
ー
ル=

ロ
ラ
ン
・
エ
マ
ー
ル
、
ジ
ャ
ズ
界
の

鬼
才
ジ
ョ
ン
・
ゾ
ー
ン
、
僕
も
仕
事
を
一
緒
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
ポ
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ン
と

の
コ
ラ
ボ
な
ど
、
す
ご
い
勢
い
で
成
長
し
て
い
る
団
体
で
す
。

　

今
で
も
彼
ら
の
リ
ハ
ー
サ
ル
へ
の
意
気
込
み
は
強
く
、
ほ
ぼ
時

間
制
限
な
し
の
リ
ハ
ー
サ
ル
、「
で
き
る
ま
で
や
る
」
と
い
う
の

と
「
全
員
が
ス
コ
ア
を
勉
強
し
て
い
て
他
の
パ
ー
ト
を
知
っ
て
い

る
＝
し
っ
か
り
弾
か
な
い
と
か
っ
こ
悪
い
」
と
い
う
他
に
み
な
い

団
体
だ
と
思
い
ま
す
。
僕
の
作
品
は
も
う
何
十
曲
と
演
奏
し
て
く

れ
て
い
て
、
今
回 

「i
c
e

」
は
初
め
て
こ
の
団
体
全
員
に
書
い
た

作
品
で
す
。
作
曲
家
で
あ
る
僕
が
次
に
ど
の
音
を
書
く
の
か
早
く

見
た
い
し
興
味
が
あ
る
！　

と
い
う
演
奏
家
達
に
囲
ま
れ
て
音
楽

を
作
る
と
い
う
の
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

Ｑ
５　
　
　
　
　
　

―
―

 
I
.
C
.
E
.

に
つ
い
て
の
お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
作
曲
家

と
演
奏
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
楽
譜
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
っ
て
も
良
い
質
問
で
す
ね
。
人
そ
れ
ぞ
れ
、
だ
と
思
い
ま
す

が
、
僕

の

場

合

は

一

番

の

目

的

は
「
結

果
」、Ho

w
 
d
o
e
s
 
i
t
 

s
o
u
n
d
?
 

で
す
の
で
、
楽
譜
は
そ
れ
を
リ
ア
ラ
イ
ズ
す
る
た
め
の

ツ
ー
ル
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
解
釈
の
仕
方
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
よ
ね
、

そ
れ
は
文
章
や
メ
ー
ル
で
も
み
な
さ
ん
経
験
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
、
知
ら
な
い
間
に
相
手
を
怒
ら
せ
て
し
ま
っ
た
、
と
か
。
文
章

よ
り
も
っ
と
抽
象
的
で
も
あ
り
え
る
楽
譜
で
す
、
書
き
方
に
よ
っ

て
「
あ
あ
、
作
曲
家
は
こ
う
い
う
感
じ
で
弾
い
て
欲
し
い
ん
だ
な
」

っ
て
思
わ
せ
る
書
き
方
と
い
う
の
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

僕
の
作
品
は
技
巧
的
に
難
し
い
も
の
も
多
い
の
で
す
が
、
演
奏

家
に
な
る
た
け
練
習
し
て
も
ら
う
書
き
方
と
い
う
の
も
実
験
し
て

い
ま
す
。
よ
く
僕
の
場
合
言
わ
れ
る
の
は
、
み
ん
な
が
知
ら
な
い

曲
な
の
に
演
奏
家
が
間
違
っ
た
ら
即
わ
か
り
そ
う
で
怖
い
！　

と

か
、
ぱ
っ
と
見
た
楽
譜
の
感
じ
は
、
そ
こ
ま
で
複
雑
そ
う
じ
ゃ
な

い
け
ど
、
い
ざ
弾
い
て
み
て
、
テ
ン
ポ
を
見
て
み
る
と
め
ち
ゃ
く

ち
ゃ
難
し
い
、
で
も
そ
こ
ま
で
複
雑
そ
う
に
見
え
な
い
楽
譜
が
弾

け
な
い
俺
っ
て…

…

と
思
わ
せ
る
、
み
た
い
な
（
笑
）

　

僕
の
師
匠
達
、
ペ
ー
タ
ー
・
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
、
二
人
と
も
指
揮
者
で
も
あ
る
の
で
、
無
意
味
な
複

雑
性
を
持
つ
書
き
方
を
す
る
と
、「
こ
こ
は
僕
が
奏
者
だ
っ
た
ら

適
当
に
ご
ま
か
す
な
！
」
（
だ
か
ら
そ
う
い
う
書
き
方
を
す
る
な
、

と
。
同
じ
結
果
で
違
う
書
き
方
を
し
ろ
、
と
い
う
意
味
で
す
）
と

よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
た
く
さ
ん
習
い
ま
し
た
し
、

た
く
さ
ん
の
演
奏
家
と
仕
事
を
し
て
そ
う
い
う
の
も
学
び
ま
す
。

　

僕
の
作
品
は
世
界
の
い
ろ
ん
な
所
で
演
奏
さ
れ
て
い
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
、S

k
y
p
e

や
ら
を
使
っ
て
、
リ
ハ
し
た
い
っ
て
い
う

演
奏
家
と
は
し
ま
す
が
、
全
部
が
全
部
ど
う
演
奏
さ
れ
て
い
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
書
法
と
い
う
の
は
「
最
低
限
こ
れ

だ
け
は
守
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
の
は
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
演
奏
家
のi

n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n

も
あ
り

ま
す
か
ら
、
い
ろ
ん
な
弾
き
方
が
あ
っ
て
も
良
い
わ
け
で
す
が
。

Ｑ
６　
　
　
　
　
　

―
―

今
週
末
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
演
奏
さ
れ
る
「F

i
f
t
h
 

S
t
a
t
i
o
n

」
と
「t

i
m
e
 
u
n
l
o
c
k
e
d

」
に
つ
い
て
、
書
か
れ
る
き
っ

か
け
や
、
ど
う
い
う
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
か
な
ど
、

お
し
え
て
く
だ
さ
い
。
（
＊
12
）

「F
i
f
t
h
 
S
t
a
t
i
o
n

」
は
ま
だ
学
生
の
と
き
に
書
い
た
作
品
で
、

ロ
ン
ド
ン
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
の
委
嘱
で
し
た
。
そ
の
頃
僕
は

空
間
配
置
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
て
、
日
本
で
最
初
に
僕
の

作
品
が
演
奏
さ
れ
た
と
き
の
オ
ケ
作
も
、
い
ろ
ん
な
楽
器
が
ホ
ー

ル
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
と
い
う
作
品
で
し
た
（
そ
の
作
品
は
後
年

作
品
群
か
ら
撤
去
）
。

「F
i
f
t
h
 
S
t
a
t
i
o
n

」
で
は
好
き
な
こ
と
を
試
し
て
も
良
い
と
い

う
こ
と
で
し
た
の
で
、
10
人
の
演
奏
家
を
チ
ェ
ロ
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
、
指
揮
者
を
除
い
て
観
客
を
囲
む
よ
う
に
配
置
し
、
指
揮
者
は

観
客
へ
向
い
て
指
揮
す
る
、
と
い
う
ア
イ
デ
ア
で
書
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
生
で
聞
い
た
友
人
が
言
う
に
は
、
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
音
楽

を
聞
い
て
い
る
み
た
い
だ
と
言
っ
て
ま
し
た
。
一
番
再
演
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
作
品
か
と
思
い
ま
す
。

　

後
に
ブ
ー
レ
ー
ズ
指
揮
、
ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
ポ
ラ
ン
（
＊
13
）

で
フ
ラ
ン
ス
初
演
さ
れ
た
と
き
に
は
、
ブ
ー
レ
ー
ズ
の
指
揮
の
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
に
、
客
の
頭
の
上
を
通
じ
て
客
席
の
後
ろ
に
い
る
演

奏
家
が
反
応
す
る
の
は
、
作
品
の
良
し
悪
し
と
は
無
関
係
に
面
白

い
経
験
で
し
た
、
彼
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
は
す
ご
く
小
さ
く
、
無
駄

な
動
き
が
な
く
、
と
き
に
は
指
が
ち
ょ
っ
と
動
く
だ
け
で
、
か
な

り
離
れ
た
演
奏
家
た
ち
が
一
斉
に
パ
シ
ッ
と
同
時
に
弾
く
の
で
す

か
ら
（
こ
の
と
き
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
モ
ニ
タ
ー
は
使
わ
れ
な
か
っ

た
の
で
、
ホ
ー
ル
の
後
ろ
に
陣
取
っ
て
い
た
演
奏
家
た
ち
は
指
揮

者
が
見
え
に
く
か
っ
た
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
な
の
に
合
っ
て
し
ま

う
）
、
よ
く
あ
る
身
振
り
の
大
袈
裟
な
指
揮
者
っ
て
一
体
な
に
を

や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
（
そ
れ
に
騙
さ
れ
て
い
る
観
客
っ
て
一

体…

？
）
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

「t
i
m
e
 
u
n
l
o
c
k
e
d

」
は
ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
ポ
ラ
ン
30
周
年
の

為
に
書
い
た
作
品
で
す
。
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
バ
ス
ー
ン
、

ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
と
い
う
編
成
で
す
。
こ
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
一
つ
の
大
き
な
ピ
ア
ノ
と
考
え
、
ヴ
ィ
オ
リ
ン
と

ヴ
ィ
オ
ラ
は
ギ
タ
ー
ピ
ッ
ク
で
弦
を
弾
き
ピ
ア
ノ
の
鍵
盤
の
延
長
、

木
管
群
は
ピ
ア
ノ
の
ペ
ダ
ル
（
残
響
）
の
延
長
と
い
う
感
じ
で
し

ょ
う
か
。

　

両
方
の
作
品
も
、
変
わ
っ
た
編
成
と
空
間
配
置
で
、
演
奏
さ
れ

そ
う
な
可
能
性
を
低
く
す
る
要
素
満
載
（
笑
）
な
の
に
、
案
外
再

演
さ
れ
る
曲
で
す
。

Ｑ
７

―
―

「S
A
K
A
N
A

」
も
そ
う
で
し
た
が
、「F

i
f
t
h
 
S
t
a
t
i
o
n

」
の
よ

う
に
、
観
客
の
な
か
に
演
奏
者
が
い
る
設
定
は
、
藤
倉
さ
ん
に
と

っ
て
ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
す
か
？

　

ど
う
し
て
音
は
前
か
ら
し
か
聞
こ
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
、

と
い
う
の
が
逆
に
僕
の
疑
問
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
８

―
―

以
前
「
情
熱
大
陸
」
で
、
藤
倉
さ
ん
が
、
手
書
き
で
書
い
た

も
の
を
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
そ
の
作
曲
を
客
観
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も
う
す
こ

し
く
わ
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

手
書
き
だ
と
ど
う
し
て
も
自
分
の
目
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
こ

と
を
し
て
い
る
っ
て
い
う
妄
想
に
か
ら
れ
そ
う
な
気
が
し
て…

…

。

で
す
の
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
清
書
し
た
も
の
を
見
な
が
ら
書
き

進
め
て
行
く
方
が
、
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
な
楽
譜
の
部
分

な
ど
、
見
つ
け
や
す
い
気
が
し
ま
す
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
と
こ

ろ
は
消
去
し
て
書
き
直
し
な
の
で
す
が
。

９
／
10
fri

９
／
18
sat

９
／
25
sat

（
＊
13
）
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ア
ン
テ
ル
コ
ン
タ
ン
ポ
ラ
ン　

E
n
s
e
m
b
l
e
 
I
n
t
e
r
 
C
o
n
t
e
m
p
o
r
a
i
n

1
9
7
6

年
、
ブ
ー
レ
ー
ズ
に
よ
り
創
設
。
パ
リ
の
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン
タ
ー
管

轄
の
音
響
音
楽
研
究
所I

R
C
A
M

（
イ
ル
カ
ム
）
に
所
属
す
る
、
現
代
音
楽
に
特

化
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
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すべての音楽は、そのとき、現代音楽だった



Ｑ
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「
美
し
い
言
葉
」
が
あ
る
よ
う
に
、「
美
し
い
楽
譜
」
も
あ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
藤
倉
さ
ん
に
と
っ
て
、「
美
し
い
楽
譜
」

と
は
ど
ん
な
楽
譜
で
す
か
？　

ま
た
、「
挑
発
的
な
言
葉
」
が
あ

る
よ
う
に
、「
挑
発
的
な
楽
譜
」
も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

藤
倉
さ
ん
に
と
っ
て
、「
挑
発
的
な
楽
譜
」
と
は
ど
ん
な
楽
譜
で

す
か
？

　

う
ー
ん
、
そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。
美
し
い
言
葉
、
挑
発
的

な
言
葉
に
適
す
る
の
は
、
美
し
い
音
楽
、
挑
発
的
な
音
楽
、
で
あ

っ
て
、
楽
譜
は
単
な
る
表
現
を
伝
達
す
る
手
段
だ
と
思
い
ま
す
。

譜
面
だ
け
美
し
く
て
も
鳴
っ
て
い
る
音
楽
が
し
ょ
う
も
な
い
、
と

い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ
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―
―

藤
倉
さ
ん
が
敬
愛
す
る
音
楽
家
の
言
葉
で
印
象
に
残
っ
て
い

る
も
の
、
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
し
え
て

く
だ
さ
い
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
「
音
楽
の
全
て
に
お
い
て
完
璧

じ
ゃ
な
い
と
い
け
な
い
」
。
と
、
20
歳
の
と
き
に
大
手
の
出
版
社

か
ら
連
絡
が
あ
り
、
僕
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
い
っ
て
言
わ
れ
て
、

そ
の
前
の
日
に
僕
の
作
曲
の
先
生
で
あ
っ
た
ダ
リ
ル
・
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
氏
に
言
わ
れ
た
こ
と
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
準
備
と
か
そ
う
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サックス奏者・大石将紀氏からの委嘱作品。

「この作品で、僕は初めて微分音をたくさん使いました。全ての微分音は気に入った

サキソフォンの重音（マルティフォニックス）を転調などしながら出してきたもの

です。弦で微分音を弾くと「え？　この人ひょっとして下手？」っと聞こえてしま

うのですが（通常の12音階で耳が慣れている僕らにとっては、音が狂っているよう

に感じてしまう）、サキソフォンは一つ一つの微分音を指で押さえる事ができるので、

これはいい機会！ と思い挑戦してみました。あまりの多さにどの音が微分音でどの

音が半音なのか分からない感じかなと思います。

曲全体は、海の底の暗い所でちらちらと動く魚のような感じです。タイトルはもう、 

ずばりSAKANAにしてしまいました。

ゆっくり、ゆったりとした作品を書くつもりだったのが、出来上がればすごい速い

曲になってしまったのですが、実はそこまで曲の速度は速くないのです。ハーモニ

ーの動きはとてもゆったりしていて、トリルをリズム化した感じなので、奏者にと

っては超高速ですが（「ゆっくりした曲って全然速いじゃないですかー」とこの作品

の初演者の大石さん。その通りなんですけど…）、ゆっくりとも聞ける…かな？　と

思います。」（プログラムノートより）
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これはいい機会！ と思い挑戦してみました。あまりの多さにどの音が微分音でどの

音が半音なのか分からない感じかなと思います。

曲全体は、海の底の暗い所でちらちらと動く魚のような感じです。タイトルはもう、 

ずばりSAKANAにしてしまいました。

ゆっくり、ゆったりとした作品を書くつもりだったのが、出来上がればすごい速い

曲になってしまったのですが、実はそこまで曲の速度は速くないのです。ハーモニ

ーの動きはとてもゆったりしていて、トリルをリズム化した感じなので、奏者にと

っては超高速ですが（「ゆっくりした曲って全然速いじゃないですかー」とこの作品

の初演者の大石さん。その通りなんですけど…）、ゆっくりとも聞ける…かな？　と

思います。」（プログラムノートより）

「名門・シカゴ交響楽団からの委嘱。『Mirrors』の冒頭では、ピチカートの音と、ピチカートの音の逆回しの

ようなアルコ（弓で弾く音）の持続音とが交互にあらわれるのを、シンプルかつ明確に聞くことができるでし

ょう。こうした逆回しのような音の効果は鏡のようですが、動作だけでなく和声もやはり鏡のようになってい

ます。それがこの曲のタイトルの由縁です。しばしばこの鏡は歪められますが、そのとき音の素材は、催事場

のミラー・ハウスに入ったかのような様態になります。このような〈鏡〉というコンセプトは、曲全体に水平的・

垂直的に行き渡っています。」（プログラムノートより）
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い
う
こ
と
で
、
そ
の
後
に
「
で
も
お
前
、
忘
れ
る
な
よ
、
お
前
は

作
曲
家
な
ん
だ
、
キ
チ
ン
と
し
た
格
好
な
ん
か
し
て
行
く
な

よ
！
」
。
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
作
曲
家
は
基
本
的
に
自
由

業
な
の
で
す
。
自
由
業
は
大
変
難
し
い
生
き
方
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ネ
ク
タ
イ
を
し
め
な
い
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
み
た
い
な
格
好
を
す
る
な
！　

っ
て
い
う

こ
と
で
す
ね
（
笑
）

　

ち
な
み
に
僕
は
正
装
が
大
嫌
い
で
、
そ
れ
も
あ
っ
て
結
婚
式
に

は
行
か
な
い
で
す
。

Ｑ
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―
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藤
倉
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
自
分
の
音
楽
の
世
界
で
は
、

偶
然
性
に
頼
り
た
く
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
人
生
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
い
け
れ
ど
、
音
楽
の
世
界
で
は
自
分
の
思
い
の
ま
ま
パ
ラ

ダ
イ
ス
を
作
れ
る
か
ら
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。
そ
の
「
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
曲
を
通
じ
追
求

さ
れ
続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い
ま
「
言
葉
」
に
す
る

と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

　

そ
れ
は
、
自
分
の
嫌
い
な
も
の
が
無
い
世
界
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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